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研究成果の概要（和文）：本研究は，第二言語としての英語によるオーラルコミュニケーション遂行時の心理的ストレ
スの影響及びそのメカニズム並びにその対処方略の発達プロセスの解明を目指したものである。研究結果から，学習者
が経験する心理的ストレスは，語彙や表現内容の想起の阻害，発話の流ちょうさ，正確さ，複雑さの低下，そして，発
話イニシアティブの喪失を引き起こしていることが示唆された。ストレス規定要因としては，言語面での困難の他に，
課題遂行への自己要求水準の高さと自意識の強さ，さらに，コミュニケーション場面での疎外感があげられた。対処方
略としては，言語的方略に加え，自己モニターの活性化による自制心の漸進的回復が特に顕著であった。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to explicate the effects and mechanism of psychological 
stress in second-language (L2) oral communication as well as the developmental processes of coping 
strategies against it. The research results showed that the stress experienced by L2 learners debilitates 
recollection of vocabulary and message intended to express, lowering the fluency, accuracy, and 
complexity of their utterances and eventually leading them to lose initiative in communication scenes. 
Examination of the mechanism of L2 communication stress revealed that, in addition to language 
difficulties, too high aspiration levels and too much self-consciousness as well as a sense of alienation 
are among major contributing factors. As for coping with L2 communication stress, gradual regaining of 
self-control through activation of self-monitoring was the most frequently observed strategies other than 
linguistic ones.

研究分野：英語教育学
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１．研究開始当初の背景 
 第二言語（外国語）学習に関わる情意的要
因の一つである「外国語学習不安（language 
learning anxiety）」は，従来，ある状況下
で一時的に生起する不安を意味する「状態不
安（trait anxiety）」の中でも，ある特定の
場面でのみその生起が観察される「特定場面
不安（situation-specific anxiety）として
とらえられてきた（e.g., MacIntyre, 1999）。
しかし，このとらえ方では，主に不安の予測
や予防にその重点が置かれているため，現在
進行中の第二言語（外国語）による言語使用
場面における認知的側面と情意的側面の関
わりをダイナミックにとらえることが難し
く，特に，不安が言語使用，ひいては言語学
習全般に与えていると考えられる阻害効果
（debilitating effects）の実態とその生起
のメカニズムについてはほとんど研究され
ていなかった。 
 筆者は，本研究の構想時において，従来の
特定場面不安としての外国語学習不安の枠
組みではなく，Lazarus and Folkman（1984）
らによる心理的ストレス理論にその理論的
基盤を求め，主に，第二言語（外国語）とし
ての英語のリスニングにおける情意的側面
と認知的側面の関わりの解明を試みていた。
筆者は，英語のリスニング困難場面において
聞き手が経験する精神的な緊張や不安，ある
いは焦燥感，欲求不満，パニック，さらには
失望感などを含めたストレスフルな心的状
態を包括的に「リスニングストレス
（listening stress）」と名付け，心理的実
在性のある独立した一つの構成概念として
の妥当性の検証を行うと共に，その生起のメ
カニズム並びに阻害効果の解明，さらには，
その対処方略の発達プロセスについても調
査・実験を通して明らかにした（e.g., Noro, 
2006, 2010, 2011）。 
 筆者による上記の研究では，その対象をリ
スニングプロセスのみに限定していたが，
「リスニングストレス」の実態を明らかにす
るためには，その対象をリスニングプロセス
のみに限定することなく，スピーキングプロ
セスとの相互作用，相互規定としてのオーラ
ルコミュニケーションの情意と認知の関わ
りをダイナミックにとらえる必要があると
いうことが判明した。そして，それは，「リ
スニングストレス」のみならず，第二言語（外
国語）による言語使用並びに言語学習全般に
おける心理的ストレスの影響の全体像を明
らかにすることにもつながると期待される
ものであった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，第二言語（外国語）としての英
語によるオーラルコミュニケーション遂行
時における情意的側面と認知的側面の相互
作用が学習者の言語使用に与える影響とそ
のメカニズムの解明を主なテーマとし，以下
に掲げる項目を具体的研究目的とした。 

(1)オーラルコミュニケーション遂行時に学
習者が経験する困難から生起する心理的
ストレスの「コミュニケーションストレ
ス」としての概念構成とその生起のメカニ
ズムの解明 

(2)「コミュニケーションストレス」のコミ
ュニケーション遂行に対する阻害効果の
実態の解明 

(3)「コミュニケーションストレス」対処方
略の援用・発達プロセスの解明と規定要因
の特定 
 
３．研究の方法 
(1)「コミュニケーションストレス」の概念
構成のための質問紙の作成並びに質問紙
調査及び面接調査の実施 

 本研究で提案した「コミュニケーションス
トレス」の構成要素並びに先行条件及び規定
要因の洗い出しのために，標準化された心理
的ストレス評定尺度を参照して，第二言語
（外国語）によるオーラルコミュニケーショ
ン遂行時に学習者が経験すると思われる心
理的ストレスを調査するための質問項目を
作成し，日本人英語学習者（大学生を対象に
質問紙調査及び面接調査を実施し，その結果
をもとに概念構成に取り組んだ。 
 
(2)「コミュニケーションストレス」のメカ
ニズムの解明のためのインタビューテス
トの実施 

 「コミュニケーションストレス」の生起の
様相を明らかにするためのデータ収集のた
めに日本人英語学習者（大学生）を対象にイ
ンタビューテストを実施し，特に強いストレ
スを経験していると判断される被験者につ
いては，インタビューテスト場面の録音音声
を聞きながら自分自身のコミュニケーショ
ン遂行状況を想起する刺激再生法により自
身のストレス経験を内省し，それを口頭で報
告してもらうという遡及的発話思考法によ
り得られた質的データのプロトコル分析を
通して，「コミュニケーションストレス」の
生起のメカニズムの解明に取り組んだ。 
 
(3)「コミュニケーションストレス」の阻害
効果の解明のためのインタビューテスト
並びに会話分析の実施 

 日本人英語学習者（大学生）を対象とした
上述のインタビューテストに加え，海外研究
協力者の協力のもと，英語圏（米国）におけ
る短期語学研修に参加した日本人大学生を
対象に，母語話者との日常会話を録音しても
らい，その録音音声を基に会話分析により被
験者の発話並びに会話におけるイニシアテ
ィブレベルを分析すると共に，刺激再生法及
び遡及的発話思考法により得られた被験者
のコミュニケーション遂行中の心理的スト
レスの経験に関するデータのプロトコル分



析を行い，心理的ストレスの阻害効果の解明
に取り組んだ。 
 
(4)「コミュニケーションストレス」の対処
方略の援用・発達プロセスの解明のための
質問紙及び面接調査の実施 

 海外研究協力者の協力のもと，英語圏（英
国）に長期留学している日本人英語学習者
（大学生）を対象に質問紙調査及び面接調査
を実施し，その結果を基に英語でのコミュニ
ケーション場面で経験する心理的ストレス
に対してどのような対処をしているかにつ
いて，方略の援用及び発達のプロセスの解明
に取り組んだ。 
 
４．研究成果 
(1)「コミュニケーションストレス」の概念
構成及びそのメカニズムの解明 

 質問紙調査及び面接調査の結果，第二言語
（外国語）としての英語によるオーラルコミ
ュニケーション場面において，対話者の発言
内容を理解することができなかったり，伝え
たい内容が十分に表現できないようなコミ
ュニケーション不全がある一定期間持続し
た場合，不安の高まりと共にコミュニケーシ
ョン場面での自己存在意義の喪失感に伴う
疎外感により心理的ストレスが生じ，それは，
当事者の言語使用に阻害的影響を与え，さら
なるコミュニケーション不全，そして，スト
レスを引き起こすという循環的特性を持つ
ものであることが明らかにされた。 
 また，心理的ストレス誘発実験として行っ
たインタビューテストに基づく刺激再生法
によるプロトコル分析の結果，「コミュニケ
ーションストレス」の規定要因としては，課
題遂行への自己要求水準の高さと自意識の
強さなどの学習者要因が関わっていること
が明らかになった。 
 
(2)「コミュニケーションストレス」の阻害
効果の解明 

 「コミュニケーションストレス」の阻害効
果について，上述のインタビューテストに基
づく刺激再生法及び遡及的思考発話法のプ
ロトコル分析を行った結果，「コミュニケー
ションストレス」の言語使用に対する阻害効
果として，発話のために準備していた単語や
表現が想起できなかったり，話そうと思って
いた内容を忘れるといったワーキングメモ
リへの影響が顕著であった。また，ストレス
の高まりと共に談話構造の計画に柔軟性を
欠き，想起できない言語形式をいつまでも追
い求めることで，結果的に発話が阻害されて
いることが観察された。 
 図 1，図 2 は，インタビューテストでの心
理的ストレスの阻害効果について，被験者の
発話データを基に，その複雑さ，正確さ，流
暢さを観点とし，それぞれの指標として，誤
りのない T-unit（独立節＋従属節）の平均語

数，誤りのない T-unit の比率，1分あたりの
語数（WPM）を算出し，学習者が経験するス
トレスとの関連についての分析結果を示し
たものである。 
 

 
       図１ ストレスの発話への影響（高ストレス被験者） 

 

 

 
       図２ ストレスの発話への影響（低ストレス被験者） 

 

図 1は，インタビュー前半ではあまりストレ
スを経験していなかったが，後半になって強
いストレスを経験した被験者のものであり，
図 2は，インタビュー開始時からずっと強い
ストレスを経験していたが，最後の話題にな
ってストレスが弱まった被験者のものであ
る。図から明らかなように，ストレスが高ま
るにつれて，発話の複雑さ，正確さ，流ちょ
うさが低下していることが示唆された。また，
談話の構成面でも論理性，結束性を欠くと共
に，内容面でも繰り返しが多く，表面的とな
る傾向が見られた。さらに，この仮説の一般
化を図るために，被験者数を増やして同じデ
ザインでコミュニケーションストレス誘発
実験の追試を実施し，結果を分析したところ，
仮説を支持する結果が得られた。 
 さらに，自然発生会話場面における心理的
ストレスの影響を明らかにするために，被験
者が録音した会話音声を基に，その会話場面
で被験者が経験した心理的ストレスとその
影響を刺激再生法により分析した。分析にあ
たっては，当該会話場面で被験者が経験した
心理的ストレスに加え，積極的にコミュニケ
ーションを測ろうとする意欲（Willingness 



to Communicate; WTC），対話者の発言内容の
理解度，コミュニケーション場面での自己存
在意義の認識としての自己効力感の評定も
併せて求めた。また，上述した WTC が被験者
のコミュニケーション遂行に具体的にどの
ように現れているかを見るために，会話場面
に お け る 発 話 の イ ニ シ ア テ ィ ブ
（initiative）の強さを測るための会話分析
の手法の一つであるイニシアティブ－レス
ポンス分析（initiative—response analysis; 
IR analysis）を実施した。 
 図 3，図 4 は，コミュニケーションストレ
スと WTC の変動が顕著な会話場面における，
両者の相互作用による影響の分析結果を示
したものである。 
 

 
     図３ ストレスと WTC の相互作用による発話への影響 
              （被験者 A） 

 
 

 
     図４ ストレスと WTC の相互作用による発話への影響 
              （被験者 B） 

 
図３は，WTC の変動がなく，ストレスの変動
のみが見られた被験者 Aのものであり，スト
レスの高まりと共に発話語数の著しい低下
が見られている。一方，図４は，WTC とスト
レスが交互作用を示した被験者Bのものであ
る。この図から，ストレスの低下と WTC の高
まりに伴い，発話のイニシアティブ，表現力
（語数），理解度が向上し，その結果，当該
会話場面での自己効力感の向上につながっ
ていることを見て取ることができる。これは，
オーラルコミュニケーション場面では，心理
的ストレスとWTCの相互作用による影響の可
能性を示唆するものと解釈できる。 
 これらの結果については，国際応用言語学
会，第二言語習得動機づけダイナミクス国際

学会を始めとする国内外の応用言語学会に
おいて研究発表を行い，参加者から本研究の
妥当性，有用性についての支持を得ることが
できた。 
 
(3)「コミュニケーションストレス」の対処
方略の援用・発達プロセスの解明 
 ストレスの対処方略の援用プロセスにつ
いては，まず，言語的方略により，「コミュ
ニケーションストレス」の直接的原因となる
コミュニケーション不全の回避，あるいはそ
こからの回復が最も頻繁に援用されている
ことが判明した。また，自身の言語使用を自
己モニターし，コミュニケーション場面の客
観的な分析・評価を基に徐々に自制心を回復
し，ストレスの影響を最小限に抑える，ある
いは漸次取り除いていくという方略も多く
その援用が見られた。 
 対処方略の発達プロセスについては，言語
面での困難が多少あっても，そのコミュニケ
ーション遂行に何らかの意義を見出し，自己
効力感を感じることができる場合は，ストレ
スを感じながらも，WTC も高く維持され，そ
の結果，ストレスの阻害効果の低減が観察さ
れた。このことは，対処方略の発達と WTC の
発達の相互作用が示唆するものとして，今後
のさらなる研究が待たれるところである。 
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